
 

（第２号様式）   
令和 ６ 年 ３ 月 29 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢工科高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 15日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①確かな学力の
向上(基礎学
力・技術・技
能の定着、魅
力ある教育課
程 編成の 実
現) 

②生涯にわたる
自 分づく り
(キャリア教
育・シチズン
シップ教育の
充実) 

③命や人権を守
る ( 命 の 授
業 ・人権 教
育・安全教育
の実践) 

 

〇新教育課程の完
成年度を見据え
て、体系的な授
業を定着させる
と共に、授業改
善研修等により
魅力ある授業づ
くりに取り組
む。(①) 

〇地域や外部機関
と連携して社会
で必要とされる
人材育成に取り
組む。（①②）   

〇他者や自分の
『いのち』を大
切にする心を育
む、かながわ
「いのちの授
業」にすべての
教職員が取り組
む ｡(③) 

・PTや教科代表者会
議を活用し新カリ
へのスムーズな移
行を実施できる様
計画を立て、遂行
する。(①) 

・ICT利活用事業を
推進し、魅力ある
授業につなげる。
(①)  

・企業、地域など外
部の知見や本校に
対するニーズを捉
え、実社会で求め
られる人材育成を
行う。(②) 

・他者を思いやる心
を育む指導、いじ
め防止に係る指
導、人権教育、安
全教育、保健指導
などを、様々な教
育活動の中で実践
する。(③) 

 

・完成年度につなが
る形で、新カリの
授業内容を中心に
実施できたか。 
（①）  

・Classroomや Teams
を活用して授業や
教材の ICT化がで
きたか。業務の効
率化が図れたか。
(①) 

・外部機関との連携
を通じて実社会で
求められる人材を
育成できたか。
(②) 

・すべての教職員が
他者や自分の『い
のち』を大切にす
る心を育む指導を
実践することがで
きたか。（③） 

〇新教育課程完成に向け
て施設見学等に対応でき
る時間割作成を行うと共
に、工業科のカリキュラ
ム調整を行い、より充実
した工業教育に繋げた。
(①)  

〇ICT利活用を主軸に研究
授業や研修を行い授業及
び業務改善を行う事がで
きた。(①) 

〇課題研究などの授業を
活用した地域貢献や地域
連携に幅広く取り組み、
生徒の技術の実践的活用
の場を設けた。 
(① ②) 

〇各教科の様々な指導の
場面において、人権教
育、安全教育、保健指導
等を実施し、他者及び自
己のいのちを大切にする
ことの重要性を理解させ
る指導を行った。(②③) 

〇変化する社会情勢と教
職員の状況に対応でき
る教育課程について、
再度、検討を重ねる。
(①) 
〇ICT 利活用推進校とし
て、業務や教科指導の
助けとなる情報機器の
活用法について研鑽を
重ねる。（①） 
〇外部機関との連携につ
いて、企業、地域など
が求める態度や能力の
育成に向け、更に効果
的な方法を模索する。 
（②） 
〇各教科における人権教
育、安全教育、保健指
導は、各担当によりし
っかりと行われている
が、「いのちの授業」
としての位置づけは、
それぞれの指導におい
て明確になっていない
現状がある。 

〇生徒から教員に対
する授業評価にも
ICT を活用して短い
スパンで実施し積
極的に授業改善を
進めて欲しい｡(①) 

〇３年間の学びの中
で、ものづくりコ
ンテストを通じて
努力する様になっ
た等、本校ならで
はの成長を感じる
事ができた。(①) 

〇製作物の展示など
で地域貢献を果た
し、好ましい態度
の育成ができてい
る印象が強い。ぜ
ひ 継 続 し て 欲 し
い。(②) 

〇いのちを大切にす
る指導と関連させ
「多様性」への理
解も意識させると
良い。(③) 

〇社会のニーズに合
わせながら検討を重
ね、新しい科目の内
容活かした効果的な
教育課程を完成させ
る事ができた。(①) 
〇職員・生徒の ICT
活用能力を向上さ
せ、1人 1台端末の
活用方法について具
体的な事例を蓄える
事ができた。(①) 
〇課題研究などの授
業を活用した地域貢
献や地域連携に幅広
く取り組み、生徒の
自信を深める事がで
きた。(①②) 
〇各教科でいのちの
授業を実践できた
が、多様化する社会
に対応した新たな視
点での指導も求めら
れる。(③) 

〇新教育課程の完成
と同時に、次の社
会的なニーズに対
応できるカリキュ
ラムの検討に入る
必要がある。(①) 

〇より実践的な工業
教育を探求するた
め、AI の活用な
ど新しい ICT 技術
を取り入れた指導
を積極的に取り入
れる。 (①) 

〇地域連携を継続し
て行うと同時に、
これまでとは異な
るコミュニケーシ
ョンの形を模索す
る。(①②) 

〇いのちの大切さを
育む指導におい
て、社会の状況に
合わせ多角的な視
点からの内容を取
り入れる。(③) 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒指導・支
援の充実(規
範 意識の 定
着 、教育 相
談・部活動の
活性化) 

②相互理解の促
進(インクル
ーシブ教育の
推進) 

 

〇社会マナーの定
着と規範意識の
高揚を目指すと
ともに、部活動
をはじめ様々な
生徒活動を通し
て生徒の自己肯
定感を高める指
導を推進する。
(①) 

〇課題を抱える生
徒の支援のため
に職員間で情報
共有を行い、迅
速で丁寧な対応
を行う。(①②) 

 

・服装頭髪、遅刻指
導等を継続して生
徒の意識を高め
る。(①) 

 ・部活動の活性化
を図り、活動を通
して自己肯定感や
人間力を高める指
導を行う。(①) 

・教育相談会議を通
して教員間の情報
共有に努め、課題
を抱える生徒を全
体で支援する。
(①②) 

 

・遅刻数や服装指導
対象者が今年度比
で 5％以上減少し
たか。(①) 

・部活動への生徒参
加数が 5％以上増
加し、行事アンケ
ートの結果、概ね
満足と答えた生徒
が 80％を超えた
か。（①） 

・生徒の課題を職員
間で共有し、適切
な支援を行えた
か。(①②) 

 
 
 

〇服装頭髪、遅刻指導等
を継続して生徒の意識
を高めたが、遅刻数や
服装指導対象者を減少
させることはできなか
った。(①) 

〇部活動への加入生徒数
は減少してしまったが、
全国大会３位の成績を収
めるなど、高い成果を上
げた部もあった。(①) 

〇行事に関するアンケー
トの回答数が少なく正確
な統計値が得られない
が、開催に対する満足度
はおおむね良好な様子で
ある。（①） 

〇教育相談コア会議を毎
週開くとともに、ケース
会議や職員研修、いじめ
防止会議を通して生徒の
課題を共有し、適切に支
援を進めた。(①②) 

 
 

〇特別な指導をうけた生
徒や遅刻指導対象者が
増加（120％増）し、生
徒の規範意識や基本的
な生活習慣の育成が重
要となってきている。
（①） 
〇アルバイトに従事する
生徒の増加やコロナ禍
による影響からか、全
体に部活への関心が低
くなってきている傾向
がある。(①) 
〇行事アンケートの回答
には、生徒より改善に
向けた要望が数多く寄
せられている。（①） 
〇メンタルや発達への課
題のほか、家庭環境が
複雑化している生徒も
増え、教育相談体制の
強化や、職員間の情報
共有による組織的な支
援の重要度が増加して
いる。(①②)  

〇生徒の雰囲気が以
前と変わってきて
いると感じるが、
その対応も変化し
ていることが分か
った。生徒に対す
るこれまでの固定
した観念にとらわ
れず、様々に変化
している状況に対
応した、より効果
的な指導を検討し
て欲しい。(①②) 

〇文化祭などの行事
において生徒にチ
ャ ン ス を 与 え る
様々な取組みを見
ることができた。
自分たちが動いた
ことによる成果が
見えるとやりがい
が高まるので、よ
り一層の工夫を期
待する｡(①) 

 

○規範意識の定着を
目指し粘り強く指
導を行ったが、問
題行動等の件数は
増加した（②） 

○部活動紹介を様々
に行ったが、生活
環境の変化等で加
入状況が悪く３年
生引退後に休部状
態の部活動が増え
てしまった。(①) 

○体育祭を復活させ
行事の充実を推進
したが、器具が不
足し他校より借り
受けなければ対応
できなかった(①) 

○ケース会議・研修
会などで職員間の
情報共有ができ組
織的な対応ができ
たが、対応すべき
課題の件数は増加
傾向にある。(②) 

 

○生活指導に支援の
視点からのアプロ
ーチを取り入れる
など効果の上がる
指導体制の構築を
検討する。(①) 

○生徒のニーズに応
えるため、部員が
少ない部などにつ
いては、他校と連
携した活動による
活性化について検
討する。 (①) 

○予算が少ないなか
ではあるが、行事
の活性化に向け計
画的に環境の整備
を進める。(①) 

○引き続き職員間で
連携した組織的な
対応を進めるとと
もに、教育相談体
制の充実に向けた
体制の教化を検討
する。（②） 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 15日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①進路指導・支
援の充実(進
路 ガイダ ン
ス・インター
ンシップ・職
業教育等の充
実) 

②社会性の育成
(コミュニケ
ーション・情
報発信能力の
向上) 

 
 

〇生徒が「生涯に
わたる自分づく
り」に主体的に
取り組む態度を
養うとともに、
社会の状況に適
応した進路支援
を行う。(①) 

〇就業体験や高大
連携事業を通
し、進路活動に
対する意識やコ
ミュニケーショ
ン能力を高める
ための支援に取
り組む。
（①②） 

 

・進路集会や個別面
談などを通じて計
画的な進路指導を
行い、生徒が自ら
の目標を明確に持
つことができるよ
う支援する｡(①) 

・外部講師や地元企
業によるガイダン
スを実施し、個に
応じた進路支援を
行う（①） 

・就業体験や高大連
携事業に参加させ
ることで、早い段
階から主体的に進
路を考える姿勢を
育む。（①②） 

・校内組織が相互に
連携することによ
り、進路選択のミ
スマッチを防ぐこ
とができたか。
（①） 

・外部講師や地元企
業によるガイダン
スが、実際の進路
決定場面で有用で
あったか。（①） 

・就業体験や高大連
携事業を通して、
進路活動に対する
意識やコミュニケ
ーション能力を高
めることができた
か。（①②） 

〇進路集会や個別面談な
どを通じて、個々の進路
希望に対応する進路指導
を効果的に行うことがで
きた。（①） 

〇173 名の卒業生のうち、
就職内定者98名、進学先
決定者70名で、97％の生
徒が進路実現を果たし
た。（①） 

〇外部講師や地元企業に
よるガイダンスを通じて
職業教育を行うととも
に、生徒の社会性の向上
を図った。 （①②） 

〇インターンシップやデ
ュアルシステムなどの就
業体験を通じて、生徒が
主体的に進路を考える機
会を設けた。（①②） 

〇学年ごとの進路行事に
ついて、時期や方法な
どを改めて精査し、進
路支援の体制をより一
層充実させることが課
題である。（①） 

〇受験制度の多様化に対
応できるよう、情報収
集と実態の把握に努
め、生徒・保護者には
早めに適切な情報提供
を行う。（①） 

〇高大連携授業やオープ
ンキャンパス、インタ
ーンシップへの積極的
な参加を促し、進路活
動への意欲やコミュニ
ケーション能力の向上
を図る。（①②） 

〇ほとんどの生徒が
希望の進路実現を
果たしており、効
果的に指導が行わ
れている。(①) 

〇進学については基
礎学力の向上が必
要だが「ただやり
なさい」ではモチ
ベーションが上が
らないので、指導
を工夫し対応して
欲しい。(①) 

〇就業体験をはじめ
とした効果的な指
導を通して、地域
産業を支える人材
の育成と輩出を引
き続きお願いした
い。(①②) 

〇学年団や各系と連
携し、個々の進路
希望に応じた適切
な指導を行い、生
徒の進路実現に結
び付けることがで
きた。（①） 

〇多様な進路希望に
対応するため、進
路行事のより一層
の充実を図ること
が 課 題 で あ る 。
（①②） 

〇就業体験や高大連
携事業などを通じ
て、生徒が自らの
進路を主体的に考
え、取り組む姿勢
につなげることが
できた。（①②） 

〇学年ごとの進路行
事について、３年
間の計画を明確に
し、計画的に実施
できるよう精査・
検討する。(①) 

〇基礎学力向上の重
要性について、生
徒が早めに意識を
向けられるよう、
各教科とも連携し
てアプローチの仕
方を検討してい
く。(①) 

〇引き続き、就業体
験などへの積極的
な参加を促し、生
徒の進路活動意欲
向上を図る。(①
②) 

４ 地域等との協働 

①地域連携・協
働の推進(CS
としての取組
みの推進・異
校種間連携事
業の推進) 

②開かれた学校
づくりの推進
(ホームペー
ジ ・ポス タ
ー・各種イベ
ントの活用) 

 

〇地域連携を充実
させ、地域への
学校理解を推進
する。（①②） 

〇専門高校である
本校の魅力特色
を、学校説明会
のほか HP、SNS
などを活用して
発信し、地域や
中学生・保護者
の本校の理解を
深める。（②） 

 

・地域連携の充実や
外部イベントへの
参加を推進し、開
かれた学校を目指
す。（①②） 

・学校説明会や体験
会を実施し、本校
の魅力や特色を理
解してもらう。
（②） 

・HPを効果的に活用
して情報を発信
し、更に SNSで情
報発信の頻度を上
げ、情報発信の充
実を図る。（②） 

 

・連携活動やイベン
トへの参加数、地
域から連携希望が
増えたか。（①
②） 

・地域や中学生・保
護者に対し、効果
的に発信すること
ができたか。学校
説明会等の参加状
況やアンケートの
結果が良好であっ
たか。（②） 

・HPや SNSの更新回
数が増加し、更に
閲覧数が増加した
か。(②） 

〇藤沢商工会議所、むつ
あい協力者会議と連携
し、地域の催しに参加
した。連携活動が広く
認知され、湘南台市民
センターからの連携希
望があった。（①②） 

〇年３回の学校説明会を
実施し、R5/731 名（前
年比 1.07倍）の中学参
加者を集めた。アンケ
ート結果も良好であっ
た。tvkニュースにて地
域連携の取組を取り上
げられ、広く本校の魅
力を発信できた｡（②） 

〇HPの更新率も上がり､Ｘ
の更新率は R5/50ポスト
(前年比 1.06)と上げるこ
とができた。（②） 

〇多方面からの連携希望
は有難いことだが、生
徒の学びのバランスが
課題である。(①②) 
〇学校説明会など参加希
望者は多くいるが、志
願倍率が 1.0 を切って
いるので、新規の広報
方法や効果的な広報計
画と魅力、特色の発信
が課題である。（②） 
〇HP もＸも充実してき
ているが、新規の SNS
による情報発信をする
等、改善の検討が必要
である。（②） 

〇地域との連携や学
校の特色発信が進
んでいるが、中学
校や保護者の固定
したイメージを払
拭できていない現
状もある。(①②) 

〇新しいことを始め
ることは大変なの
で、既存の取組み
に新しい視点を加
え、効果的に再構
築することを検討
してみては｡(①②) 

〇生徒の感想をもっ
と聞きたかった。
生徒がどのように
受け止めているか
外から見てすぐに
分かるようにする
と良い。(②) 

〇学校の特徴や雰囲
気を理解してもら
うために地域との
連携活動は効果が
あるが、イベント
は週末が多く生徒
や職員の負担も大
きい。(①②) 

○学校説明会など参
加希望者は多いが
志願倍率が1.0を切
っている。(②) 

○SNS を活用した情報
発信について体制
の整備が進んでき
ているが、より効
果を上げるための
検討が必要。(②) 

 

〇生徒の参加機会確
保や職員の休日出
勤の集中を避ける
ため、地域との連
携活動の担当に関
する調整を計画的
に行う(①②) 

○これまでの固定し
たイメージを払拭
するための広報戦
略について検討を
行う。(②) 

○アンケートの結果
や他校の運用状況
なども参考とし、
中学生や保護者の
アクセスを向上さ
せるための方策を
検討する。(②) 

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼と期待に
応える学校づ
く りの 推 進
(学校運営の
組 織的な 改
善・不祥事防
止研修) 

②安心で快適な
教育環境の整
備(教員の働
き方改革の推
進・施設設備
の充実) 

③防災教育の推
進(DIG・防災
訓練による災
害対応力の向
上) 

〇職員一人ひとり
が自覚を持って
事故不祥事防止
に努める。(①) 

〇ICT利活用授業
推進事業をベー
スに教育環境の
整備、充実を図
り、安全で安心
な学習環境を作
る。（②） 

〇PTAや地域と連
携した防災計画
を再確認し、と
もに協力しなが
ら、生徒や職員
全体の防災意識
を高める（③） 

・不祥事防止研修や
教育活動推進 PT
会議を活性化し、
職員自らが課題意
識を持って職場全
体で取り組む｡
（①） 

・各教科の授業で
Classroomを有効
に活用するため、
校内研修の充実を
図る｡（②） 

・PTAや地域と連携
し、防災訓練や
DIG 訓練を実施
し、生徒が主体的
に行動できるよう
に効果的な防災教
育の実施に努める
(③) 

 

・事故不祥事防止を
徹底し､全体で解
決に向けた取組を
実践することがで
きたか。(①) 

・教育環境の整備を
推進し、生徒が学
び易い、職員が働
き易いと感じるこ
とができたか。
(②) 

・地域防災という視
点から、被災時に
備えた実践的な対
応について、生徒
も職員も意識を共
有し、災害対応力
の向上が図れた
か。(③) 

〇毎月の不祥事防止研修
のほか、様々な呼びかけ
などにより職員の高い意
識を維持することがで
き、本校における不祥事
の発生は無かった。(①) 

〇個人端末の所有学年が
増え、ICT 利活用授業が
促進される環境になっ
た。通信環境において、
他校のリースアップした
アクセスポイントを再リ
ースしたので、各クラス
に設置できた。(②) 

〇防災訓練及びDIG訓練を
実施することで、防災
意識を高める取り組み
ができた。(③) 

 

〇不祥事が発生している
学校が多数あり、全県
で対策の検討が進めら
れている。(①) 
〇本年度はアクセスポイ
ント数の不足から通信
環境が十分でない教室
が多く、ICT を利活用
した授業の展開に支障
が出る場面があった
が、アクセスポイント
を増設し、より安定し
た通信環境の整備を進
める。(②) 
〇地域と連携した取り組
みについては実施でき
ていないため、今後具
体的に検討を進める必
要がある。(③) 

〇不祥事の発生は無
かったが、防止に
向けた対策は継続
する必要がある。
(①) 

〇一人一台端末の導
入によりICTの利活
用が進んでいるこ
とが分かった。こ
れまでの取組みを
振り返って成果を
検証し、より効果
的な運用を推進し
て欲しい。(②) 

〇大きな地震災害も
発生しているが、
対策はしっかりと
しておかなくては
ならない。(③) 

〇不祥事防止に向け
た継続的な取組み
により、職員の高
い意識を維持する
ことができた｡(①) 

〇個人端末を活用し
た授業が増えたが､
授業がパターン化
することで効果が
薄れる危惧もある
ので、様々に工夫
した展開を検討す
る必要がある｡(②) 

〇DIG 訓練を実施する
ことにより、生徒
の防災意識を高め
る働きかけをする
ことができた｡(③) 

〇職員の高い意識の
維持を継続させる
ため、不祥事防止
研修などを通して
引き続き働きかけ
を行う。(①) 

〇ソフトウェアのア
ップデート情報の
共有、授業展開の
方法の共有が行え
る研修会又は資料
作りをしていく必
要がある。(②) 

〇PTA や地域と連携
した防災計画を立
てるにはどのよう
にすべきかを他校
の実践例も参考に
検討する。(③) 



 

 


